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「子どもの歯を守る会」の取り組みについて

大船渡市教育委員会教育委員

大船渡市立綾里小学校元校長

鈴木晴紀

この度は、第69回読売教育賞「健康・体力づくり」部門での最優秀賞受賞、おめでとう

ございます。また、先の岩手県学校歯科保健優良校表彰においても、綾里小学校が優秀

校、そして、綾里中学校が最優秀校と、受賞まことにおめでとうございます。

両受賞は、年2回の検診時に児童(生徒)と教職員で歯科講話に参加していること、また

検診時には養護教諭から個別に結果説明を行い、事後指導につなげていること、 さらに綾

里歯科診療所・家庭・地域の協力のもと、 「子どもの歯を守る会」を中心として、こども

園、小学校、中学校が一体となって歯科保健活動に取り組み、約20年間で綾里地区の子ど

ものむし歯の本数を著しく減少させた成果が評価されての受賞でした。

「子どもの歯を守る会」は、年2回の定例会を開催。定期歯科検診結果と乳幼児歯科検

診結果を分析、考察して課題等を共有し、その後の歯科保健活動にいかしていること。ま

た、定例会の内容は、 「子どもの歯を守る会だより」 として保護者や教職員に配布され、

実態把握と課題に共通認識をもち、連携を深めていること等々。 「守る会」の取り組み

は、体系的かつ継続的な本当に素晴らしい実践であると思います。

さらにまた、 「子どもの歯を守る会」の取り組みは、子どもたちのむし歯ゼロを目指す

にとどまらず、むし歯予防に大切な「早寝・早起き・朝ごはん」を中心とした基本的生活

習慣にも好影響を与えています。生活習慣の確立によって、子どもたちは、運動面におい

ても、学習面においても、また合唱や絵画などの文化面においても、大いに力を発揮して

います。

私は、退職してからも綾里小学校、綾里中学校にお邪魔する機会があり、その都度それ

ぞれの校長先生から、子どもたちの学校生活や家庭生活の様子、教育活動等の様子を伺っ

ておりました。特にも、小学校では、 「無欠席の日」 （全員が休まずに登校する日）が増加

していること、中学校では、 「授業と連動した家庭学習の習慣化」を図りながら学力向上

方策に取り組んでいることを伺っておりました。

「無欠席の日」や「家庭学習の習慣化」も、家庭や学校での基本的生活習慣が基本と

なっていると思われますし、熊谷優志先生が、学校給食の専門誌に「歯科保健というのは

単独で存在するのではなく、すべてにつながっているということです。子ども自身の成

長、課題に取り組むこと、授業に集中すること、運動を頑張ること、友だちを思いやるこ

と、友だちと協力することなど、それらはむし歯予防にとっても欠かせない基本的習慣の

獲得と自律的な健康づくりによってもたらされると考えます。同時に、それらによって歯

科保健も高まります。 」 と投稿しておられましたが、まさに歯科保健と密接に関係してい

ると思われます。
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今後も「子どもの歯を守る会」 としての取り組みを発展的に継続し、児童・生徒の歯を

含めた健康を守っていただきたいと思っています。

終わりに、 20年にわたって児童・生徒たちの継続的に観察しながら、歯の健康増進を

図ってきた、歯科診療所の熊谷優志先生や歯科衛生士、行政の保健担当者、教育関係者

(こども園、小学校、中学校)の皆様に感謝を申し上げたいと思います。

また、熊谷賢校長先生には、着任早々、熊谷優志先生の協力を頂きながら、綾里地区歯

科保健「子どもの歯を守る会」の取り組みについて、その実践の良さを余すところなく全

国に紹介していただきました。新型コロナウイルスの対応に追われる中での執筆、大変な

ご苦労をされたと思います。本当に感謝を申し上げたいと思います。

読売教育賞最優秀賞の受賞を祝して

大船渡市立綾里小学校元養護教諭

佐々木三枝子

この度は、栄えある「読売教育賞最優秀賞」受賞、おめでとうございます。

長年の歯科保健活動が認められ受賞しましたことに、関係者の皆様に心からお祝い申し上

げます。

さて、私は平成18年度から23年度まで、綾里小学校に養護教諭として勤務しまし

た。実は私は、綾里小学校には2回勤務しまして、 1回目は新採用としてS54年度から

6年間お世話になりました。その時、熊谷優志先生は児童として在籍し、運動面、学習面

で活躍していました。

それから20数年後に、 2回目に赴任して何日もたたない時、優志先生は驚くことに自

ら保健室を訪れてくださいました。歯科医として、生まれ故郷に戻り、活躍しているとい

う噂は聞いていたのですが立派に成長され地域に貢献しているお姿を拝見しうれしく思い

ました。綾里地区には『子どもの歯を守る会』というのがあり、継続・発展させようとし

ていることを熱弁されました。その真筆で、一生懸命な姿に、私もやれるだけの範囲で、

微力ながら力を貸そうと思いました。

それから6年間、子どもの歯を守る会では、歯科診療所・幼保、小学校、中学校他が連

携して、いろいろな取り組みをしてきました。 4年生を対象に毎年、優志先生が講話をし

てくださり、歯の大切さを訴えられました。時には歯科医師会の衛生士さんたちを招い

て、歯の細菌を顕微鏡で見せてもらったり、模型上シーラント処置体験をしたりもしまし

た。歯みがきの大切さを再認識した子も多くいました。カミカミセンサーという器具を導

入してくださり、給食時間にその子がかむ回数を確認させてもらったりしました。 2年生

の教室にそのままお借りしていて、震災で流れてしまいました、 （申しわけありませ

ん。 ）子どもの歯を守る会のお便りは、その都度テーマを決め、児童生徒の、歯の様子を
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伝えたり、予防してほしいことを掲載し、かつ全世帯に目が届くように回覧板で配布した

りしました。まさに地域に根ざした、保健活動を推進してきたと言えます。

歯科健診においては、一人一人の口腔の写真を撮り、 自らの歯の状態を視覚で訴えまし

た。通年の経過がわかるように「健康記録」に貼りました。また、他では例を見ないと思

いますが、歯科検診は春と秋2回行い、それぞれ検診結果を個人ごとにお知らせして、む

し歯のある児童生徒については、受診を進め、また、むし歯のない児童生徒については、

さらに立派な歯を維持するよう、お知らせしました。また、検診の際には、優志先生が一

人一人に、歯の状態をわかりやすくコメントするなど、その子にあった指導にも手を加え

ました。歯科衛生士さんたちは、 自分たちで作った紙芝居を子どもたちに見せてくれたこ

ともありました。

保健室では、グループで歯磨き指導を行いましたが、担任の先生たちは、快く時間に間

に合うように保健室に送ってくれました。また、給食後、歯磨きをしないで、昼休み遊び

に行ってしまった児童をチェックし、帰ってきた時をつかまえて、磨かせたという徹底し

た指導をして下さった先生もいました。

ある年、健康診断の結果を集計したら、永久歯のむし歯の数が全校でたった昌杢しかな

く、何回も何回も統計を取り直した結果間違いはなく、その本数の少なさにびっくりして

鳥肌が立つほどうれしかったのを覚えています。

年ごとにDMF指数（一人平均永久歯のむし歯の経験本数）がどんどん減っていきまし

た。その時、この成果が認められ、きっと今日のような日が来るだろうと予感していまし

た。

うれしいことに、歯科保健活動から波及して、基本的生活習慣が定着し、保健室を病

気・けがで訪れる子どもも減少し、健康レベルが上がってきたように思います。また、未

曾有の災害で、歯磨きができない状態であっても、まもなく高水準の口腔状態に復活でき

たのも、 日頃積み重ねてきた歯科保健に対する児童・生徒を含めた住民の高い意識が根底

にあったからだと思います。なんといっても優志先生の熱意と真筆に向き合う姿が周りの

人を動かし、地域を動かしてきたと思います。そして、途絶えることなく、幼保小中連携

し地域まさに一丸となった歯科保健活動の取り組みを続けられてきた、 「子どもの歯を守

る会」に携わって頂いた多くの方々に敬意を表し感謝申し上げます。

優志先生には今後も身体を大切にされ、ご尽力されますように、また綾里地区の強いて

は大船渡市内の歯科保健活動がますます継続・発展し、充実したものになることを祈念し

ています。
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｢子どもの歯を守る会」を結成し、歯科

医師、歯科衛生士、教育関係者、市の

保健師らを組織し、現在に至るまで地

域ぐるみでむし歯予防に取り組んで

いる。 「子どもの歯を守る会」発足後

は､永久歯一人平均う歯本数は年々減

少し、20年余りで10分の1まで減

少させた。

そして令和元年度､一般社団法人岩

手県歯科医師会による岩手県学校歯

科保健優良校表彰において、綾里小学

校が優秀校､綾里中学校が最優秀校に

選ばれるまでになった。

本稿は、20年に渡る熊谷歯科医師

を中心とした「子どもの歯を守る会」

の取り組みの経過とその成果につい

てまとめたものであり、子ども園・小

学校・中学校そして行政が連携した地

域く、るみのむし歯予防の取り組みと

して、こんなにも素晴らしい実践があ

るのだということを広く多くの人に

知ってもらいたいという願いから書

いたものである。

はじめにI

私は、大船渡市立綾里小学校に平成

21年度から26年度までの6年間

勤務し、この令和2年度から再び同校

で勤務している。前回勤務していた頃

は、主に学級担任として児童の歯科指

導にあたっていたが、 「子どもの歯を

守る会」の全体像はよく分かっていな

かった。しかし今回、校長として勤務

し、同会の副会長を務める中で同会の

大きな成果に気づかされた。

本稿に登場する熊谷優志(やさし）

氏は､地元の国保歯科診療所の歯科医

師であり、私が勤務する大船渡市立綾

里小学校の学校歯科医である。そして

綾里地区歯科保健｢子どもの歯を守る

会」の中心的役割を担っている。

熊谷歯科医師は、 2000年（平成

12年）に地元の国保歯科診療所に着

任した。

当時､綾里中学校生徒一人当たりの

「永久歯一人平均う歯本数(DMF歯

数） 」は多かったため、彼は2003

年(平成’5年)に綾里地区歯科保健 ｜資料’ ’
永久歯一人平均う歯本数(本）
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て若干増加傾向にある。これは、平成

23年3月に起きた東日本大震災津

波による生活習慣の不安定さが、時間

差で2年後に顕在化したものと分析

している。その後、生活習慣の回復に

より再び減少傾向に転じていること

が分かる。

Ⅱ 2つの大きな成果

1 永久歯一人平均う歯本数を

劇的に減少させた

(1)県と綾里中学校の比較より

資料1のグラフをご覧いただきた

い。これは、岩手県と綾里中学校の平

成12年から平成29年までの永久

歯一人平均う歯本数の推移の比較で

ある。

全県的に歯や口腔の健康教育が進

み､岩手県でも年々う歯の本数は減少

してきているが､綾里地区のう歯本数

の減少率は､県のそれを大きく上回っ

ている。

(2)同一学年の推移の比較より

また､資料2のグラフをご覧いただ

きたい。資料1で示したデータは、そ

の年その年の中学生の比較であるが、

資料2は､同一学年の推移を表してい

る。

この折れ線グラフから､全国平均と

比較して綾里の子ども達は小学校入

学時には非常にむし歯の多い状態で

あるが､中学を卒業するまでの9年間

での学校歯科保健活動により、全国平

均を下回り、全国平均よりむし歯の少

ない状況で卒業している。

平成12年には一人当たり4．8本

あったう歯が､平成17年～18年に

かけて県平均を下回り、平成30年に

は0．5本にまで改善されたのである。

なお､順調にう歯保有率が減少して

きたが、平成25年から28年にかけ
｜ 小学校入学時のむし歯の状況は､乳1資料2

学年別むし歯鰯者的割合
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幼児の家庭での影響が強く、その結果

として表れているが、その後の学校歯

となり、孫の身の回りの世話をするよ

うになった｡食事や衛生面にも気をつ

かい、一生懸命であった。幼児の間に

生じた重症のむし歯も､通院し治療を

受けていた。

小学1年から3年くらいまでは歯

肉の状態もそれほど大きな問題はな

く、仕上げ磨きも実践されていたよう

だ。 （写真1）

科保健活動の成果により、基本的習慣

丞確立し、むし歯予防が実践され、中

学校を卒業するまでに全国平均を逆

転しているということである。

2生涯に渡り口腔内の健康保

持に努める人間を育成した

、

写真1(1)ある女子生徒の成長事例

ここに紹介する女性は､私の担任時

代の教え子である｡彼女の成長(変容）

の様子を当人の了解を得た上で掲載

する。彼女は、 「私の成長の記録がみ

なさんの役に立つのなら。」と快く承

諾してくれた。

①幼少期

幼少の頃、父、母、兄、姉、祖父母

という家族構成で､母親がご飯を作ら

ないなど､不適切な育児環境で就学前

まで過ごした｡母親は専業主婦で自宅

にいるので､祖母は育児に気になりな

がらも手も出せずにいた。母親は2

階で生活し､外出から戻るときコンピ

ニ弁当をもってくる姿を祖母は見て

いたという。

就学前､すでにむし歯を多数所持し

ていた。重症のむし歯も多く、噛むと

ころがないくらいに歯が欠けていた。

母親は、 自分自身の歯磨きも不良で、

子どもの仕上げ磨きはされていなか

った｡保育所から治療勧告があったり、

痛みが出たりしたときだけ通院して

いた。

小学校入学前に母親は離婚し家を

出た。母親がいなくなってからは、祖

母が手をかけて孫の育児をしていた。

②小学1～3年生頃

小学校入学後は､祖母が養育の中心

いー

~ ,らぐ且
q

小2
ー

③小学4～6年生頃

4年生あたりからは､祖母の手が離

れたせいか､歯肉の腫脹と発赤が強く

なり、磨き残しも多い状態が続いた。

5年生での検診では､かなり重度の歯

肉炎になっていた｡養護教諭からも歯

磨きの個人指導をしたが､なかなか成

果があがらなかった。また、学校歯科

医のところに歯科受診し､歯科診療所

でも歯磨き指導を行ったが､本人にな

かなか響かず､行動を変えることが出

来ずにいた。歯肉炎は、6年生の時が

ピークでひどい状態であった。

（写真2）

歯ブラシもあてられないほどの歯

ぐきの腫れがあり、どんどん悪くなっ

た｡むし歯も出来てきて通院はしてい

た｡治療により歯肉炎も改善はしてき

たが、良好な歯肉にはならなかった。

その状態で中学に進学した。

6



たのは確かだったと思います。

祖母から、 「すごく祖母のことを思

って親切にしてくれている。」と高校

生時代の話は聞いていました｡家族思

いでやさしい女性に育った彼女は､自

分の将来もしっかり考えられるよう

になり、高校卒業後、介護の仕事に就

職しました。介護の仕事は、高校を卒

業したばかりの若い人には大変な仕

事であると思われますが､お年寄りに

やさしく親切な彼女は一生懸命に仕

事をしている様子でした。

中学の頃までは､診療に来てもほと

んど話をせず､受け答えもない寂しげ

な雰囲気の少女でしたが､社会人とな

った彼女は、あいさつも明るく、会話

もはずみ､充実した生活を送っている

ことが感じられました。

親知らずの抜歯やむし歯の治療を

している時､｢働いてお金を貯めたら、

歯の矯正治療をしたいと思っている

んです｡」と自分から話してきました。

彼女の歯並びは､乳歯の重症むし歯の

影響もあり永久歯の歯並びはガタガ

タでした。本人も成長と共に、歯肉炎

の状態も気にして歯磨き習慣も身に

つき、さらにはかみ合わせや歯並びを

気にかけるくらいに､歯の健康に関心

をもっていることに私は感動しまし

た。

治療と並行して､歯列矯正治療の見

通しや料金についても説明し､計画よ

りも早く実施できる状況でもありま

したので､歯科矯正専門医の歯科医師

に紹介し治療をはじめました｡現在矯

正治療中です。 （写真4）

r
、

写真2
L 」

夕

ぜ ､

り 』

へ里
小

回

‘4
－〆

苧 ゆqF

凹0

0

小6㎡。． ．－．心．､、q全

④中学生時代

中学生になると歯科受診の機会も

減り、慢性的に歯肉炎が続いた。指導

によりいくらかモチベーションが上

がれば歯肉も改善するが､またモチベ

ーションが下がり歯肉炎が悪化する

ことを繰り返した。

中3の時には一度も歯科受診をせ

ず、歯肉炎も中等度の状態が継続する

まま卒業となってしまった。

’
一

写真3 一

『

一

ヶ↓
●毎

f』 h 戸句

℃

〆一・一＝

一

一

ゐ． 〃■■■P

グ

⑤高校卒業後､社会人になって再来院

その成長ぶりに感動

熊谷歯科医師は､次のように振り返

って語る。

高校卒業後､親知らずの歯がいたい

と久しぶりに来院しました。（写真3）

小さなむし歯はありましたが､歯磨

き状態は良好で歯肉の状態も良い状

態でした｡中学2年を最後にしばらく

歯科受診していませんでしたが､その

間に心が成長して歯磨きなど自分の

ことを自分で出来るようになってい

7



r ‐可

I写真4 」
った。

いずれにせよ､生涯に渡り口腔の健

康保持に努める人間の育成に大きく

ｰ

ロ

関わることができたのではないかと

考えている。

また､歯の健康を手に入れたことに

より自信がつき、積極的にもなり、今

の仕事にも活かされているのではな

いか。

一

＝

＝
一

一

一
一

グ

私は、彼女と熊谷歯科医師とのやり

取りを聞くうちに、彼女と会ってみた

いと思った。そしてこの10月、 10

年ぶりに彼女と再会した。彼女は熊谷

歯科医師が言うように社交性を身に

つけた素敵な女性になっていた。

彼女は私に次のことを語った。

中学を卒業して高校に入った｡綾里以

外の同級生と出会うのは初めてだっ

た。いろんな人がいると思った。交流

する中で、自分の歯の悪さがコンプレ

ックスになっていった。自分で歯のケ

アをしようと思った｡ふと優志先生を

思い出した｡いつかまた診療所に行こ

うと思った。

＜考察＞

彼女は､成長とともに自分自身の歯

の健康に関心をもち､歯磨き習慣も定

着し、歯肉炎も自分で克服していた。

さらに、かみ合わせを考え、歯科矯正

治療をしたいと思い立ち､その治療費

も自分で働いて準備しようと考える

くらいに自立した大人になっていた。

小中学校時代の歯肉炎の重い時期

にはすぐに結果は出せなかったが､多

くの人が関わり、歯科保健指導を継続

(2)地域住民の口の健康に対す

る意識の向上
地域住民の口の健康に対する意識の向上

寒廣案人致 ｜識鱗での|溺辮朧’
月
月
月

３
４
５

年
年
年

１
１
１

３
３
３

Ｈ
Ｈ
Ｈ

年3月 263 87 33％

年4月 247 63 26％

年5月 245 75 31％

|M記望k静蕾甕|瀦蕊鯰誉れ|素朧された割倉
年2月 57 45 7996

年3月 57 45 7996

年4月 87 24 6596

平成7Z年当時lさ､ほぼゼロ･・・

月月月
２３４

年年年

’｜ ’
１
１
１

３
３
３

Ｈ
Ｈ
Ｈ

熊谷歯科医師は､次のように分析す

る。

上の青い表は､歯の定期的な管理を

受けている患者数を表しています｡平

成31年3月では､来院実人数263

人に対し､定期的な管理での来院患者

数は87人で、全体に占める割合は、

33％でした。同じく4月は、247

人に対し、63人で26％。これは養

殖わかめの収穫の時期で少なかった

と思われます。5月は245人に対し、

75人で31％。現在は、来院する患

者のうち三割は定期的な管理(メイン

テナンス)で歯科受診をしていること

になります。

残念ながら､着任した当時の20年

前は､定期健診を目的に来院する患者

はいませんでした。

したことにより、ゆっくり心が成長し

健康観が高まったのではないかと考

える。歯科保健活動の成果は、 すぐに

表れる成果と､遅れてあらわれる成果

もあるのではないかと､彼女を見て思

8



れる°

確かに言えることは、 定期受診者が下の赤い表は､定期健診のお知らせ

葉書きを出した人数と実際に来院し

た人数です。平成31年2月は、 57

人に葉書きを出して45人が来院し、

割合は79％でした。3月は、 57人

に対し45人が来院し､同じく79％

でした。4月は、 37人に対し24人

が来院し、65％でした。これも、わか

め作業の影響で少なかったと思われ

ます｡定期健診のお知らせ葉書をだす

と、8割の方は実際に受診することが

わかります。

綾里地区は、人口2， 500名ほど

の地域で、山と海に囲まれており、地

域には歯科診療所は1軒だけです｡地

域住民の多くは､地元の歯科診療所に

通院していますので､地域全体に学校

歯科保健活動の波及効果があったと

考えられます。

また､幼児の時から歯の健康づくり

に取り組むことにより、子や孫を歯磨

き指導だけで定期的に歯科診療所を

受診することが定着したとも考えら

れます。

通院には家族が連れてくることに

なるので､家族自身も歯科の定期受診

が身近になり、家族の歯の健康意識が

向上してきたのです。

＜考察＞

綾里地域は、

・地域に歯科医院（診療所）が1軒だ

けであること

･住民のほとんどは、家族ぐるみでそ

の歯科診療所を受診していること

･その歯科医師が学校歯科医師である

こと

といった条件により、医療と保健と

一体的に取り組めたことが大きな成

果につながったのではないかと思わ

ゼロだった平成12年当時と比べ、

現在では、 30％にまで高まってい

定期健診のお知らせを出せること。

である。

「生涯に渡り口腔内の健康保持に

努める人間を育成した」という事実は

こうした調査結果からも明らかであ

る。

本稿では､以上のような成果をあげ

るために、この20年間どのような経

過のもと、どのような取り組みがなさ

れてきたのかを紹介していく。

なお、本実践報告書でのデータは、

紙面の都合から主に中学校のものを

使用する。というのも、小学校でも同

じように歯科指導は行われており、そ

の成果が中学校のデータとして反映

されていると考えられるからである。

Ⅲ取り組みの経過

(1)平成12年熊谷歯科医師、大
船渡市国民健康保険歯科診療
所（以下、診療所）に着任
熊谷歯科医師は､歯科医師養成奨

学生として学んだ後､地元綾里の診

療所に着任した。

「歯科医師になるのが夢ではなく、

地元のこの診療所で働くことが夢」

という初心をもち続けての着任だ

ったという。

着任当時、前述のように、綾里地

区の児童生徒にはう歯保有者が多

かったので、日々治療を続けていく

が､これは歯科医だけで解決できる

ものではなく、学校教育や行政など

9



と連携しながら進めていかなけれ

ばならない課題であると考え、 「綾

里地区歯科保健連絡協議会(仮称)」

の組織づくりを決意した。

の健康状態は､成長軸で結果を追ってみて

いく必要があります。

一定のある時期だけをみていては､子ど

もの歯を守ることができません｡子どもの

成長軸にそって連携の取れた歯科保健活

動をすることで､はじめて子どもの歯を守

り、望ましい口腔環境を育むことができる

のです。

健康増進法が施行されますが､住民の健

康づくりは個人だけではなかなか実践で

きないものです。それを学校とか、地域と

か､集団で取り組むことによって健康づく

りが推進されます｡子どもたちの健康な体

を育むには、行政・幼稚園・保育所・小学

校・中学校・医療機関・家庭など、それぞ

れの連携がとても重要となります。

とりわけむし歯という病気は､単に欠け

たところを削って詰めるだけでは治った

ことになりません｡再発しないようにむし

歯をつくるような生活習慣を改めていく

ことが本当の治療になります｡この生活習

慣を変え､歯を守る環境をととのえていく

ために、地域の関係する立場が連携し、継

続性のある取り組みをしていくために会

を立ち上げたいと思います。

(2)平成15年6月18日

綾里地区歯科保健連絡協議会
（仮称）の立ち上げ
構成員は、

○綾里中学校（校長養護教諭）

○綾里小学校(校長養護教諭給食

栄養士）

○綾里幼稚園（園長）

○綾里保育所（所長）

※綾里幼稚園と綾里保育所は､後に

「綾里こども園」に移行した。

○大船渡市保健専門職(保健師、栄

養士）

○学校歯科医：歯科診療所(歯科医

師、歯科衛生士）

熊谷歯科医師は､協議会資料の中で、

立ち上げの趣旨を次のように述べて

いる。 ｜

’
子どもたちの歯の健康は生まれた時から

はじまり、乳幼児期～学童期と続きそして

成人へと生涯にわたりつながりのあるもの

です。また、その時の状況がその後に影響

を及ぼすことになります。つまり、離乳期

の過ごし方が乳歯のむし歯に影響し、幼児

期の過ごし方が永久歯のむし歯に関係し、

永久歯を早期にむし歯にしてしまうことも

あります。

小学校に入学して初めての歯科検診の

結果は、入学するまでの結果になります。

入学してからの低学年での取り組みの結

果はその後の高学年でみえてきます｡小学

校での取り組みの結果は､中学校であらわ

れることになりますので､子どもたちの歯

この第1回綾里地区歯科保健連絡協議

会は、その正式名称を綾里地区歯科保健

「子どもの歯を守る会」とし、児童生徒の

う歯の実態を分析することをベースに､歯

小学校

に
給食

栄養士地

隆
ヨ匠

中学校

域の児童生徒

学校
歯科医
学校
歯科医

）
地域の歯

科診療所

～
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うになった｡当初の目的の一つでもあ

った､関わる教諭や校長がかわっても、

継続的に歯科保健活動がされるよう

になっていた｡指導する側が代わって

も､綾里地区の子どもたちには一貫し

た歯科保健が提供された。また、幼稚

園･保育所から中学校まで連続的な歯

科保健活動が子どもたちへ実践され

た｡年二回の歯科検診時に歯科講話を

実施し､小学校から中学校にかけてト

ータルで18回の歯科講話を聴講す

ることになった｡子どもたちの口腔内

はさらに年々良好な状態になってき

た。会としての発展期である。

この時期、大震災の影響か、気仙地

区（陸前高田市、大船渡市、住田町）

の3歳児のむし歯有病者率が県内ワ

ースト3を独占することもあったが、

中学校では「資料3」の通り永久歯の

う歯本数が気仙地区で一番少なくな

った。

を中心とした健康づくりのための組

織的な活動を開始させた。

（3）綾里地区歯科保健「子どもの歯を

守る会」は、大きく3期に分けるこ

とができる。

①第1期（創設期）

＜平成15年～東日本大震災前＞

組織を立ち上げ､会の運営について

継続的に協議。会則の整備、会員の検

討と会員の拡大｡この会の意義につい

て、理解を深め、共有をはかる。会を

重ね､徐々にこの会の意義について理

解され､連携が深まった。子どもの成

長軸にあわせ､乳幼児を担当する行政

の保健専門職、幼稚園・保育所(一こ

ども園に移行)、小学校、中学校、学

校歯科医と歯科衛生士､学校保健会事

務局の市教委が関り、会を運営。小学

校を中心とした歯科保健活動を展開

しながら共有し､他の施設でも参考に

した。例えば、幼稚園・保育所での乳

幼児学級、家庭教育学級の開催。子ど

もたちの実態の把握に努め､現状の考

察を会員全員で行い、理解を深めた。

さらに､そのための資料作りに工夫を

重ねていった｡子どもたちの口腔内に

も変化がみられ、むし歯の減少、歯磨

き状態の改善､歯肉炎の減少等、良く

なってきた。

’資料3
永久歯平均う歯本数(DMF)
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②第2期（発展期）

＜東日本大震災前後＞

子どもたちの実態も考察をかさね

ることによって深まり、具体的な課題

がみえてきた。資料も充実してきて、

事務局となる学校の養護教諭による

わかりやすい資料作りが行われるよ

③第3期（成熟期）

＜震災からの復興～現在＞

こども園、小学校、中学校とそれぞ

れが､歯科保健活動を計画的に実践す

る体制になってきた。さらに、それぞ

れ工夫した活動を展開し､充実されて
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きた。こども園では、給食後の保育士

による仕上げ磨きの実践､家庭での仕

上げ磨きの定着､小学校では歯磨き状

態が低下する3年生、4年生をターゲ

ットに、3年生では歯科保健の体験学

習、4年生では全国学童歯みがき大会

に参加し学習､中学校では以前から行

われていた1年生対象の歯科講話の

中で、清涼飲料水についての学習、学

校歯科医と学校が共同で教材の準備

も行うようになった｡当初から行って

いる広報活動も､その時その時の課題

にあわせ､充実した広報活動が実践さ

れている。

Ⅳ取り組み内容の紹介

(1)春と秋の年2回の歯科検診と
口腔内写真

一般的に､学校歯科医師による歯科

検診は年に1回である。また、口腔内

写真を撮る歯科医師も多いわけでは

ない。

熊谷歯科医師は､春と秋の年2回の

歯科検診と口腔内写真撮影(こども園

から小学校・中学校まで）を行ってお

り、地域で過ごした児童生徒は、中学

三年まで検診時の口腔内写真が蓄積

され、健康の記録に添付されている。

そのため､児童生徒の歯の健康につ

いて追跡調査を行いながら､治療と啓

発活動が可能となっている。

資料4の口腔内写真は､ある児童の

小学1年生から中学3年生までの､学

校歯科検診でのものである。

この児童の両親はこの児童が保育

園児の時に離婚し､祖父･祖母･母親・

妹の4人家族であった｡母親自身がむ

し歯多発し、治療せず長年放置､歯磨

き不良、歯の健康意識が低かった。

この児童の治療の経過を熊谷歯科

医師は次のように説明している。

（4）具体的な取り組み内容を整理する

と次のようになる。

①春と秋の年2回の歯科検診と口腔

内写真

②歯科講話（歯科検診時）

③仕上げ磨き指導用映像作成、指導

（平成22年に作成し､その後指導で

活用）

④小学3年生歯科保健体験学習

⑤全国学童歯みがき大会への参加

（小学4年生）

⑥中学生歯科講話と歯科教材づくり

（中学1年生）

⑦栄養指導との連携

・スポーツドリンク等とむし歯との

関係についての講話

（学校栄養士）

⑧健康指導との連携

・喫煙、薬物乱用防止教育

（学校薬剤師、学校医との連携）

⑨年2回の定例会と会報(子どもの歯

を守る会だより）の発行

小学1年:前歯の生え変わりが始ま

っています｡口腔内に大きな問題はあ

りません。

小学2年:大人の前歯が揃ってきま

したが、歯の根元が少し白くなり、む

し歯になりそうな状況です。

小学3年：歯磨きの不良が見られ、

歯ぐきの腫れもでてきました｡永久歯

の前歯は、むし歯が始まっています。

小学4年： 1年前の歯科検診で受診

勧奨が出ていたにもかかわらず､受診

せず口腔内の状況が悪化。歯肉の発

12
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赤･腫脹が顕著になり、重度の歯肉炎

になっています。むし歯が進行し、上

の前歯がほとんどむし歯になってい

ます｡本人の問題だけではなく、家庭

の問題が大きいと判断し､養護教諭だ

けではなく、担任と校長にも報告し、

状況を共有し、様々な機会をとらえ、

母親に指導をしましたが､響きません

でした。歯磨きだけではなく、顔の汚

れや､頭の汚れ、全身の衛生認識に問

題がみられました。

小学5年：小学4年から、一年かけ

て学校では母親に直接指導を行いま

したが、なかなか改善されず、受診も

されませんでした｡祖父や祖母にもな

かなか伝わらない状況でした。口腔内

は、むし歯が深くなり、歯肉炎もさら

に重症化し､歯ブラシも当てられない

ほどになっていました｡家族だけでは

なく、本人への指導も行ってきたこと

により、徐々に本人には保健指導が伝

わり、理解されてきました。この小学

5年春の検診時の状況を底辺に､本人

が問題意識を持ち始め､歯磨きが行わ

れるようになってきました｡秋の歯科

検診を経て､冬休みごろから歯科受診

をするようになりました。

小学6年:向かって左上の2本が治

療されています。小学5年時に比べ、

歯磨きによって歯肉炎がかなり改善

されました。この後、治療が継続され

全部のむし歯を治療出来ました。

中学1年：小学校を卒業する前に、

むし歯の治療が完了し､その後も定期
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的に歯磨きの指導に通院し､歯磨き習

慣は定着しました。

中学2年：中学生になり、定期的な

歯科受診が減少したことから､歯磨き

状態が低下し、 1年生時に比べ､歯肉

の炎症が出てきました。これを機に、

歯科受診がされて､定期的に歯磨き指

導を行い、改善されました。

中学3年:歯磨き習慣がしっかりと

定着しており、口腔内に問題はありま

せん。中学を卒業する前に、歯の健康

意識が高まり、自律的な健康管理が行

えるようになりました。

童の場合は、保護者自身の不適切な療

育から口腔内の健康が守られず、児童

自身の成長を待って回復していった。

（2）歯科講話（歯科検診時）

歯科検診の際､必ず歯科講話を行っ

ている。こども園は年1回､小学校(全

学年） ・中学校（全学年）は年2回で

あるから相当な回数となる。

時間短縮のため、例えば小学校1 ．

2年生を同時に集め、1年生と2年生

の検診の間に講話を入れるなどの工

夫もしてきた。

内容として､小学校では主にスライ

ド上映によるむし歯と健康な歯の違

いの理解､正しいブラッシング方法の

紹介､正しい生活習慣の大切さなどを

児童生徒の発達段階に応じて行って

いる。

中学校では、さらに講話の内容を掘

り下げ､生涯にわたる歯や口腔の健康

の重要性について理解させるように

している。

これまでの経過を振り返ると､母親

には何度も個別指導を学校で行った

が、全く改善されなかった。母親自身

の口腔内もむし歯や歯周病が放置さ

れ､歯磨きがされていなかったことか

ら､知的な障がいから理解できなかっ

たのかもしれない。

そのような療育環境で､頭を洗う習

慣､顔を洗う習慣なども含め、衛生面

で問題をかかえていたと考えられた。

児童への歯科保健指導を継続して､児

童自身が成長し､自分の口腔内の問題

を理解できるようになったことから、

歯科受診につながったと考えられる。

通常であれば､児童自身の成長を待

たずして保護者の力によって児童の

口腔の健康を守るのであるが、この児

歯科検診時の講話の様子
一q

| IL

圧

!‘脚

ソソ

酉

一

」

(3)仕上げ磨き指導用映像の作成
と活用

診療所職員を中心にこども園の

協力を得て作成した。

作成後､こども園内での活用を図

った。全家庭に配布し、その後は要
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(4)小学3年生歯科保健体験学習
以前は岩手県歯科医師会の協力で

子どもたちの白衣、受講認定証、参加

賞の提供があったが､現在は機材と白

衣を借りて行っている。

内容としては、4つほどのプログラ

ムで､①児童の口の中のむし菌の位相

差顕微鏡での観察､②小さな口腔内カ

メラを使って観察､③模型上でシーラ

ント処置体験、④模型での抜歯体験、

⑤特殊光源による磨き残しの観察な

ど､その年によって組み合わせて実施

している。

望があった家庭へ配布していたが、

仕上げ磨きが定着してきたころか

ら､現在は家庭へは配布していない。

こども園内でのクラスごとの指

導や､保護者が集まる機会に上映し

たりした。

大船渡保健所でもこのDVDを取

り上げ､保健所から管内の幼稚園・

保育園こども園の全施設へ配布し

た。
〃一一唖電画準一 、■ ■q

〃塁字~~~、く

むしぱ菌の位相差顕微鏡での観察

鑑、
家庭配布の際の説明文

/,涛灌麗孟篁鮭專蔑勇講、
Dビデオです。小学校低学年まで

は、仕上げ磨きがないと歯をむし歯

から守ることができません。仕上げ

磨きにはしっかりと歯垢を落とすや

り方があります。立ったまま向かい
合って磨いても、よごれが残ってし

まいます。できるだけ子どもに痛い

思いをさせずに、短時間できれいに

なるように仕上げ磨きを実践しま

しょう。

しかし、むし歯を予防するには歯

磨きだけではできません。同時に、

食事やおやつ習慣に気をつける必要

もあります。

現在、綾里中学校では、永久歯の

むし歯を経験している生徒は3割

ちょっとです。 6割以上の生徒は、
全くむし歯がなくきれいな口をして

います。一方、こども園の年長さん

では、むし歯を経験していない子ど

もはまだ25％ほどです。乳歯のむし

歯のピークである2～4歳に、多くの
子どもがむし歯になっているという

ことです。 目標として、半分以上の
子どもが乳歯のむし歯を経験せずに

永久歯にバトンタッチできるように

したいです。このDVDを参考にし

て、毎日仕上げ磨きをやっていきま

どう職璽匡・棡圃歯科陣､ノ

認
ハ

のモ里個

脳

型

ム
ヨ

ｰで

軍､
、

葛
〃
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(5)全国学童歯みがき大会への
参加（小学4年生）
平成25年より、小学4年生が全国

学童歯みがき大会に参加している。こ

れは､全国学校歯科医会などが主催し

ている事業で､以前はインターネット

を通じてのオンライン大会であった

が､現在は配布されたDVDを使って

の取り組みとなっている。この大会で

自分の歯や歯く霧きの様子をパンフレ

ットに書きこんだりデンタルフロス

の使い方を学習したりしながら歯や

口の健康維持と向上のため理解を深

めることができた。

(6)中学生講話と歯科教材づくり

（中学1年生）
歯科検診時に行う歯科講話の他に、

中学1年生を対象に取り立てて歯科

講話を実施している。

歯科講話をしていく中で､清涼飲料

水の摂取が多いことが明らかになっ

たため､清涼飲料水の健康への影響に

ついて理解させるとともに､次のよう

な活動を行った。

①清涼飲料水の糖度を実際に測定す

る。

②清涼飲料水と経口補水液との違い

について学ぶ。

③手作り経口補水液を作成し､試飲す

る。

これらの活動には､養護教諭も参加

することにより、歯科医師と教職員

が一緒に作成した教材となった。

｜ ’
PCのお手本を見ながらブラッシング

Ｍ
Ｆ
ｒ
’
１
’
西
川
一

次ページの写真は､中学1年生を対

象に､飲み物に含まれる糖分について

学習したプリントの一部である。

.： 、 §、
鍼､ ．■
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この授業内容は小学校にも拡大さ

せることができた｡小学校の養護教諭

も､小学生の実態に合わせて内容を編

集して指導を行った。
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(7)栄養指導との関連
この日は、学校歯科医と養護教諭

が連携して授業を行った。

授業で使った資料は､他の学年にも

学習させるため､廊下に学習内容を掲

示した。

(8)保健指導との関連
例年、6年生を対象に、講師に学校

薬剤師をお招きして｢薬物乱用防止教

室」を行っている。

また､家庭教育学級や学校保健委員

会などの機会を利用し､保護者への啓

発活動も行っている。ある年の学校保

健委員会では、学校薬剤師の他に、学

校医､学校歯科医が加わりシンポジウ

ムが行われた。

この中で､主に喫煙の害について触

れ、主流煙の有害物質、喫煙の体への

影響、喫煙による重い病気の発症、受

動喫煙による周囲への害､運動能力や

脳への影響､依存症の怖さなどについ

てスライドを見ながら説明がなされ

た。

喫煙が歯に与える悪影響について

も視覚的に理解できるような内容で
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ある。

参加者の感想にもあるように､喫煙

の害について深刻に受け止めている。
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12月7日（木）、堕思小学筏多目的ホー

ルにおいて、今年腰の「小・中合間学娩侭
漣要員会」が閲臆されましだ．今年度ば、
軍旺股爾学鰍と合同開旺でロタバコと亜
康』というテーマで歯塀医、囚科医．藷禰
騨それぞれの立鳴から、足ばこが段ほす
捺々厭影雷についてお膳しをしていだだ運
ましだ．尼＜さんの方々に夢加してい庭だ
き、ありがとうございましだ合

ロ】
少な

P

営固小字随中学隆学綬尿

一向

よ＆I
醜竪員会発行 H2S， 12月

一

5－．

2,夏瞭

Ir 塞茎

学校医山浦先生･学校歯科医照谷先生･学校薬剤師箙谷先生のお話より
〈癖同）

問題は､受動喫煙I L 亨孤覗函臥包“ところに賢要｜

受動喫煙Iさ
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（9）年2回の定例会と会報の
発行

「子どもの歯を守る会」は、年2

回（6月と12月）に定例会を開いて

いる。

6月は､主に定期歯科検診結果と行

政で実施する乳幼児歯科検診結果の

共有、こども園、各学校の保健活動計

画について､児童生徒の生活について

情報交換、そして研修を行う。

12月は､主に秋の歯科検診結果と

行政で実施する乳幼児歯科検診結果

の共有､それぞれの保健活動状況の報

告､児童生徒の生活について情報交換、

そして研修を行う。

この定例会を通して､子どもたちの

歯科検診の結果を分析､考察して課題

等を共有することによってそれぞれ

の活動にいかしている。また、それら

を踏まえながら研修テーマを設定し、

テーマに合わせて講師を依頼し､研修

会を設定している。

定例会の内容は、 「子どもの歯を守
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･観けて遍寓することが鋼のエの変化の寂れと書える．

･鯉塑醗暉壗■だけでなく祖父母も■児に関わっている．その廷め調ばあちゃんの牢の麦化も冑

児に大きく鹿■している．

■科錘駈の建巷垂の命屋よ41I

る会だより」 としてこども園・小学

校・中学校の保護者、教職員に配布さ

れている。この広報を通して、実態把

握と課題に共通認識をもち、連携を深

めている。

定例会の成果として一例を紹介す

る。会が発足された当時、小学校では

給食後の歯みがきが習慣になっていた

にもかかわらず、中学校では給食後の

歯みがきが実践されていなかった。小

学校では指導を続けてせっかく習慣に

なったのにとても残念なことであった。

そこで、定例会の場で原因について話

し合った。いくつかの課題が挙げられ、

一つひとつ解決していった。例えば、

校舎が古いこともありに水道の数が少

ないことに対しては、家庭科室の利用

を勧めた。会全体で問題意識を持つこ

とにより、改善できた事例であった。

鍾里地区歯科保腫 No.空
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V取り組みの中で見えてきたもの 普遍的な健康教育の基礎でもある。

つまり、歯科指導は、歯の健康を切

り口に健康教育全体の指導をしてい

たのである。

実際、平成15年度までは、本校の

1年間の欠席児童数は多く、全児童が

完全に登校する日は数えるほどしか

なかったが､歯科指導が充実するにつ

れて無欠席の日が飛躍的に増えた｡当

時の校長は「無欠席記録日」の更新を

教職員や児童に意識づけている。

また､相関関係は立証できないが学

力の向上にも影響していると思われ

る。

(1)むし歯の原因は口の外にある
むし歯の予防から始まった「守る

会」であったが、そこから組織的に裾

野を広げ、 「望ましい飲料水の啓発」

「禁煙・薬物乱用防止の啓発」などに

取り組んできた。

そこで明らかになってきたことは、

むし歯の発生の直接的な原因は児童

生徒が摂取する歯に悪影響のある飲

食物と歯みがき不良であるが､その原

因は児童生徒を取り巻く家庭環境､育

児環境､食文化等の｢基本的生活習慣」

そのものにある。

さらには、虐待、震災の影響等も大

きく関わっている。

すなわち、むし歯の予防は、児童生

徒を取り巻く環境の改善にあるとい

うことである。

歯の健康を切"pに

･規目圧しb輻や'窄償

t-I
基本的生；
習慣確守

昌活
一

･午前中“農中力

･自身のコントロール

･学習･…

子どものむし歯は…

・家庭環境心育児環境心震凝の影響

・受動喫煙

・虐待(ネケレケトなど）

・食文化の変化など

畢
むし歯の原因はロの中だけでは愁い。

むしろ.ロの外にある！

Ⅵ取り組みの成果

「守る会」の最大の成果は、2章で

述べたように、 「永久歯一人平均う歯

本数の劇的ともいえる減少」と「生涯

に渡り口腔内の健康保持に努める人

間の育成」であるが、このような成果

を支えた「陰の成果」を二つ挙げてお

きたい。

(2)歯科指導は単なるむし歯
の予防ではない
前述のように、むし歯予防の取り

組みは、自然と児童生徒を取り巻く

「基本的生活習慣確立」の指導・啓

発活動に進んでいく。おやつや飲み

物の望ましい選び方・歯磨き習慣・

早寝早起き朝ごはん・ ・ ・これら基

本的生活習慣の指導・啓発活動は、

(1)教職員の意識の向上
「守る会」に関わった養護教諭の一

人は次のように語っている。

「生徒指導から出されたお便りとか、

日常の声がけとか聞いていると、私

20



は教職員の意識が変わるのを強く感

じました。教職員の意識が変わると

子どもたちも変わります。それは大

きいなと思いました。子どもたちも

学んだ知識を生かして飲み物を選択

しようとする姿勢が見られるように

なりました。 」

またある校長は、

「養護教諭以外の教職員の保健指導の

意識が高まった｡検診時の歯科講話を

中学校ではほぼ全員の教諭も聴講､小

学校でも担任の教諭が聴講｡学校の広

報での掲載､保健だよりへの掲載など

意識的に行うようになった｡生徒同士

も､歯みがきや手洗いうがいなどにつ

いて声を掛け合うようになった。 」

と語っている。

養護教諭の言葉にあるように､指導

する我々の意識が変わると子どもた

際「守る会」の基盤ができてからたく

さんの教職員や歯科衛生士が異動に

なっているが､会の趣旨と目的意識の

もと、少しもぶれずに児童生徒の歯の

健康のために会は機能している。

これは、令和4年度から全国の教育

界に導入される「学校運営協議会（コ

ミュニティスクール)」を先行した｢歯

科指導版」であるのではないかと私は

思っている。

Ⅶ今後の課題

(1)歯と口の健康づくりを家族ぐ
るみ、地域く、るみで実践するこ
と

ここまで述べてきたように､地域で

むし歯予防に取り組む土壌はできて

いる｡子どもの歯を守るために家族ぐ

るみでの取り組みになり、そしてそれ

が地域く､るみになってきた。しかし、

学校歯科保健活動の取り組みがはじ

まる前の家庭の影響が大きく表れる

乳歯のむし歯は依然多い状態にある。

今後は､全ての地域住民が乳幼児の

頃から定期的に歯科受診をし､むし歯

をつくらないこと、むし歯ができても

早期治療を心がけることを一層啓発

し、歯と口の健康づくりを充実させ、

より発展させていく必要がある。

ちも変わるということである。

(2)継続性の確立

歯科保健はふたつの継続性
一-一..． ‐一一一‐ --－－－．－.一・■■I

ri蹄する我々、描導する我々
の継糖性：
先生方や歯科ズ

毎ツフが異動冠
代わっても網す
られること

ともに､切れ目

嘩撫 八雲綴騨り
つ説1,指導する者が代わっても､地境の子ども達は中
学琴で一貫して歯科保健を受けられる体制づく〃

継続性とは､成長とともに切れ目な

く連続的に取り組む「子ども自身の継

続性」と、先生方や歯科スタッフが異

動で代わっても続けられる「指導する

我々の継続性」である。

特に「指導する我々の継続性」を確

(2)健康状態の二極化、ハイリス
ク(家庭環境)児童生徒への対
応

全体的に永久歯う歯本数は減少し

てきている一方、一人で何本ものむ

し歯を有している児童生徒がいる。

ある子ども園児は、 20本中18本

がむし歯である。つまり健康状態の

2極化が進んでいる。これはおそら

く綾里地域に限ったことではないと

思われる。こうした児童生徒は、そ
立した「守る会」の功績は大きい。実
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の家庭の養育力が低く、家庭だけで

は対処できない。それだけに「学校・

地域く､るみ」の健康教育が不可欠で

ある。

今後も「子どもの歯を守る会」とし

ての取り組みを発展的に継続し､一人

でも多くの児童生徒の歯を含めた健

康を保障していきたい。

－

おわりに

学校歯科保健を実践するには､これ

まで述べたように中学校区を単位と

して、その学区内の小学校、こども園

が連携し、連続的な活動をとることが

とても重要と考える。児童生徒数の減

少から学校統合が進むと思われるが、

新たな学区となったとしても継続す

ることが求められる。

綾里中学校と隣の中学校区である

赤崎中学校は､今年度末にそれぞれ閉

校し､令和3年4月からは東朋中学校

として統合される。

新生中学の生徒の半分(旧赤崎中学

校生徒）は「守る会」の継続的指導を

受けていない。
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という夢を描く。

各中学校区でこの取り組みが立ち

上がるには､学校歯科医の認識がかぎ

を握る｡学校歯科医が子どもたちの成

長へ意識を一歩向ければ､この取り組

みの意義が理解されるだろう。

そして将来的に市内の学校歯科医

師たちが連携し、 「大船渡の子どもの

歯を守る会」になればどんなに素晴ら

しいことだろう。
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赫
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＝

一・ー一ー・一ーーーーーpｰー,ーーロー・ ,ーo一一ー“一一,ー、

｛ 本報告書を書くにあたり、熊谷歯科医師｜
|からたくさんの情報や資料を提供していた！
’だきました。心から御礼申し上げます。 I

、 ，－．－．－．－－一一一一一一一・一．...， 。一一。...． ，一一一一一〆
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綾里地区歯科保健「子どもの歯を守る会」に携わってこられた方々（敬称略）

（平成15年度～令和元年度）

＜会員＞

○大船渡市国保歯科診療所

○大船渡市国保歯科診療所

歯科医師

歯科衛生士

熊谷優志

村上照子黒森真知子臼井ゆかり

竹野留美子菅生(小澤)真由美

佐々木真希子青嶋由美子佐々木淳子

佐藤紀子赤間礼子

泉陽子佐々木眞子森田裕子

小澤多喜子澤田すずえ

及川晴子

森田裕子船渡定子吉田満江

千田京子西村宏子

千田範子熊谷勵鈴木晴紀三浦英子

菅野祥子薄衣裕昭平野博人

川原眞弓佐々木三枝子柏崎百合子

今野和子畠山美帆

佐藤京子田代喜代子刈谷久美子

似烏弘江

金廣幸菅原均今野利昭吉田雄幸

今野義雄奥田昌夫

村上和枝廣澤淳子菅生陽子

伊勢由美新沼郁子今野和子

横尾純子千葉ゆかり小松由佳

滝朋子及川(三浦）里枝鈴木綾子

近藤奈々恵遠藤美緒

熊谷まゆみ三浦麻砂美

菅原松子

野田学橋本邦彦迎山光門口光員

○大船渡市立綾里幼稚園園長心得

○大船渡市立綾里保育所所長心得

○大船渡市立綾里保育所栄養士

○大船渡市立綾里子ども園園長心得

○大船渡市立綾里小学校校長

○大船渡市立綾里小学校養護教諭

○大船渡市立綾里小学校学校栄養士

○大船渡市立綾里中学校校長

○大船渡市立綾里中学校養護教諭

○大船渡市保健師

○大船渡市歯科衛生士

○大船渡市栄養士

○大船渡市教育委員会学校教育課主事

＜オブザーバー＞

○大船渡市立赤崎小学校

○大船渡市立赤崎小学校

○大船渡市立赤崎中学校

○大船渡市立赤崎中学校

○大船渡保健所栄養士

校長

養護教諭

校長

養護教諭

薄衣裕昭

今野喜惠子

菅生裕之

山本詩子

岩山啓子菊地絵美
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